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福
岡
県
は
、
北
九
州
市
の
隣
町
遠
賀

郡
遠
賀
町
に
あ
る
、
ヒ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ

様
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
社
は
平
成
25
年
設
立
、
「
移
動
販

売
車
」
の
企
画
・
制
作
販
売
を
行
わ
れ

て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
会
社
で
す
。
七
田

弘
輝
社
長
（
48
歳
）
に
話
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。

移
動
車
制
作
の
キ
ッ
カ
ケ
は
？

　

建
設
会
社
を
15
年
ほ
ど
や
り
、
何
か

「
俺
で
な
く
て
は
ダ
メ
な
世
界
で
や
り

た
い
」
と
言
う
気
持
ち
が
強
く
な
り

「
車
の
世
界
」
に
飛
び
込
み
ま
し

た
。
」
前
身
の
会
社
で
は
4
輪
駆
動
車

を
メ
イ
ン
に
事
業
を
展
開
し
た
が
、
例

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
倒
産

寸
前
に
追
い
込
ま
れ
、
そ
の
と
き
移
動

販
売
車
の
オ
ー
ナ
ー
に
出
会
い
話
を
聞

い
て
、
最
後
に
自
分
の
理
想
の
移
動
販

売
車
を
作
っ
て
み
た
い
と
「
有
り
金
」

を
は
た
い
て
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の

車
を
雑
誌
で
見
た
映
画
関
係
者
か
ら

「
高
倉
健
の
映
画
で
使
い
た
い
」
と
話

が
舞
い
込
み
車
共
々
私
も
出
演
し
ま
し

た
。
「
あ
な
た
へ
」
と
い
う
映
画
で

す
。
そ
れ
か
ら
ポ
ツ
ポ
ツ
注
文
が
入
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
番
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
？

　

移
動
販
売
車
は
ま
さ
に
手
作
り
で
あ

り
、
車
の
側
か
ら
で
は
な
く
「
一
つ
の

店
舗
を
作
る
所
と
い
う
発
想
か
ら
建
具

屋
、
電
気
屋
、
内
装
屋
さ
ん
等
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
が
技
術
を
工
夫
し
苦
労
し

ノ
ウ
ハ
ウ
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
前

の
建
築
の
経
験
が
生
か
さ
れ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
作
り
あ
げ
た
車

は
改
造
車
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
全

国
ど
こ
で
も
車
検
に
通
る
車
で
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
法
律
・
法
規
を
徹
底

し
て
勉
強
し
問
題
な
い
よ
う
に
対
応
し

て
き
ま
し
た
。

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
は
？

　

「
七
つ
星
」
等
J
R
九
州
の
列
車
の

デ
ザ
イ
ン
ナ
ー
の
水
戸
岡
鋭
治
さ
ん
か

ら
依
頼
が
あ
り
、
大
分
県
玖
珠
町
に
納

入
す
る
車
を
制
作
し
ま
し
た
。
一
流
デ

ザ
イ
ナ
ー
か
ら
も
技
術
を
認
め
ら
れ
た

の
か
な
？
と
少
し
う
れ
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。

社
長
の
目
指
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
？

　

や
は
り
、
移
動
自
動
車
製
造
メ
ー
カ

ー
と
し
て
「
日
本
一
」
に
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
は
や
は

り
「
感
性
」
が
大
事
で
す
。
時
代
に
合

っ
た
感
性
が
必
要
で
あ
り
、
私
の
感
性

が
通
用
す
る
の
も
55
歳
位
ま
で
。
そ
の

後
は
次
の
感
性
を
持
っ
た
ヒ
ト
に
譲

り
、
海
外
を
め
ぐ
り
た
い
等
と
夢
見
て

い
ま
す
。

　

七
田
社
長
の
夢
あ
ふ
れ
る
話
を
聞

き
、
当
社
も
新
た
な
感
性
を
持
っ
て
仕

事
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
決
意
し
て

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

（
斉
藤
修
一
）

　

い
ま
「
田
中
角
栄
」
ブ
ー
ム
が
起
き

て
い
る
。
本
屋
を
覗
く
と
70
万
部
以
上

売
り
上
げ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
石
原
慎
太
郎
の
「
天
才
」
を

始
め
単
行
本
・
雑
誌
を
含
め
い
ろ
ん
な

「
角
栄
本
」
が
棚
を
占
め
て
い
る
。
何

故
、
今　

田
中
角
栄
な
の
か
？
▼
言
う

ま
で
も
な
く
角
栄
さ
ん
は
高
等
小
学
校

卒
と
い
う
学
歴
な
が
ら
「
日
本
列
島
改

造
論
」
を
引
っ
提
げ
て
総
理
大
臣
に
就

任
。
就
任
時
は
「
庶
民
宰
相
」
「
今
太

閤
」
と
持
て
囃
さ
れ
戦
後
最
高
の
内
閣

支
持
率
を
得
、
日
中
国
交
回
復
、
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
庶
民
の

欲
望
を
す
く
い
上
げ
た
政
治
家
と
評
価

さ
れ
て
い
る
（
反
面
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

を
は
じ
め
と
す
る
金
権
体
質
で
退
陣
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
が
）
▼
現
安
倍
政

権
は
「
戦
後
レ
ジ
ュ
ー
ム
か
ら
の
脱

却
」
を
掲
げ
憲
法
そ
の
他
法
改
正
を
指

向
し
、
経
済
面
に
お
い
て
も
先
行
不
透

明
、
格
差
拡
大
、
外
交
面
に
お
い
て
も

日
中
関
係
の
摩
擦
と
い
っ
た
諸
課
題
に

直
面
し
て
い
る
▼
そ
う
い
っ
た
不
満
・

不
安
が
、
時
代
環
境
が
異
な
っ
て
い
る

と
は
理
解
し
つ
つ
も
田
中
角
栄
が
い
れ

ば
…
と
い
う
願
望
か
ら
、
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
▼
こ
の
7

月
、
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
評
価
、
安
保
法
制
の
是

非
、
原
発
再
稼
働
、
老
朽
原
発
の
「
40

年
ル
ー
ル
」
の
延
長
等
々
賛
否
を
し
っ

か
り
判
断
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問

題
が
あ
る
と
思
う
。
特
に
今
回
か
ら
は

18
歳
以
上
の
男
女
に
投
票
権
が
与
え
ら

れ
る
。
若
い
人
が
投
票
を
通
じ
て
政
治

に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
斉
藤
修
一
）
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自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制

国
内
に
自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制
が
敷
か

れ
て
久
し
い
。
当
規
制
で
は
排
気
ガ
ス

中
に
含
ま
れ
る
、
炭
化
水
素
（
Ｈ
Ｃ
）
、

一
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
）
、
窒
素
酸
化
物

（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）
な
ど
の
有
害
物
質
を
除
去

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
規
制
内
容
の
詳
細
は
国
交
省
Ｈ
Ｐ
等

を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/jidosha/sesaku/environ

m
ent/osen/osen.htm

三
元
触
媒
と
エ
ン
ジ
ン
制
御
シ
ス
テ
ム

規
制
の
強
化
に
伴
い
、
排
ガ
ス
中
の
有

害
物
質
を
除
去
す
る
方
法
と
し
て
、
三

元
触
媒
（
以
下
〝
触
媒
〞
）
の
使
用
が
、

現
在
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

触
媒
が
、
有
害
物
質
３
種
（
Ｈ
Ｃ
、
Ｃ

Ｏ
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
）
を
効
率
よ
く
酸
化
・
還

元
処
理
す
る
た
め
に
は
、
空
気
と
燃
料

が
完
全
燃
焼

す
る
混
合
割

合
（
Ａ
／
Ｆ

…
A
ir 
Fuel 

ratio

）
を
理

論
空
燃
比

14
・
７
に
調

整
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

Ａ
／
Ｆ
の
検

知
は
酸
素
セ

ン
サ
が
排
ガ

ス
中
の
酸
素

濃
度
を
検
知

す
る
こ
と
で

代
行
し
ま
す
。

酸
素
セ
ン
サ
の
働
き

《
ジ
ル
コ
ニ
ア
酸
素
セ
ン
サ
》

コ
ッ
プ
型
の
ジ
ル
コ
ニ
ア
の
素
子
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
外
側
は
排
気
ガ
ス
に

触
れ
、
内
側
は
大
気
と
触
れ
、
そ
れ
ら

の
酸
素
濃
度
差
に
よ
り
起
電
力
が
発
生

す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
酸

素
セ
ン
サ
か
ら
は
０
〜
１
Ｖ
以
内
の
電

圧
信
号
が
得
ら
れ
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
酸
素

セ
ン
サ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

但
し
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
酸
素
セ
ン
サ
で
は
、

理
論
空
燃
比
の
Ａ
／
Ｆ
14
・
７
（
λ
＝

１
）
近
傍
で
電
圧
信
号
が
急
激
に
変
動

す
る
為
、
シ
キ
イ
値
を
設
定
し
て
お
き
、

電
圧
値
が
そ

れ
を
下
回
る
、

も
し
く
は
上

回
っ
た
と
こ

ろ
で
、
逆
の

状
態
に
な
る

よ
う
な
燃
料

制
御
を
Ｅ
Ｃ

Ｕ
か
ら
燃
料

噴
射
装
置
に

命
令
し
ま
す
。

《
全
領
域
空
燃
比
セ
ン
サ
》

よ
り
厳
し
い
排
出
ガ
ス
規
制
に
対
応
す

る
、
全
領
域
空
燃
比
セ
ン
サ
と
呼
ば
れ

る
酸
素
セ
ン
サ
が
増
え
て
い
ま
す
。

ジ
ル
コ
ニ
ア
酸
素
セ
ン
サ
は
、
理
論
空

燃
比
近
傍
で
大
き
く
信
号
が
変
化
し
ま

す
が
、
全
領
域
空
燃
比
セ
ン
サ
は
空
燃

比
の
全
領
域
で
信
号
が
リ
ニ
ア
に
変
化

し
ま
す
。

こ
の
為
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
酸
素
セ
ン
サ
よ

り
も
理
論
空
燃
比
近
傍
で
精
密
な
A
／

F
制
御
を
行
う
事
が
可
能
で
す
。

又
、
希
薄
燃
焼
や
レ
ー
ス
車
両
で
燃
料

の
濃
い
燃
焼

制
御
も
可
能

と
な
り
ま
す
。

近
年
の
よ
り

厳
し
い
排
出

ガ
ス
規
制
に

は
必
須
の
セ

ン
サ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｋ
酸
素
セ
ン
サ
の
信
頼
性

「
Ｎ
Ｇ
Ｋ
ス
パ

ー
ク
プ
ラ
グ
」

の
日
本
特
殊
陶

業
が
製
造
す
る

「
Ｎ
Ｔ
Ｋ
酸
素

セ
ン
サ
」
は
世

界
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
に
純
正
採
用
さ
れ
て
い
る
ナ
ン

バ
ー
１
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

交
換
す
る
な
ら
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

認
め
る
性
能
と
信
頼
性
の
「
Ｎ
Ｔ
Ｋ
酸

素
セ
ン
サ
」
が
お
勧
め
で
す
。

「
非
純
正
採
用
メ
ー
カ
ー
」
の
セ
ン
サ
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「
酸
素
セ
ン
サ
」に
つ
い
て

で
は
応
答
遅
れ
が
生
じ
て
、
燃
費
や
排

ガ
ス
成
分
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

酸
素
セ
ン
サ
の
不
具
合

酸
素
セ
ン
サ
が
不

具
合
を
生
じ
た
際
、

多
く
の
場
合
は
Ｏ

Ｂ
Ｄ
機
能
に
よ
り

エ
ン
ジ
ン
チ
ェ
ッ

ク
ラ
ン
プ
が
点
灯

し
て
ド
ラ
イ
バ
ー

に
知
ら
せ
て
く
れ

ま
す
。

ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
、
表
示

さ
れ
る
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
に
よ
り
不
具
合

箇
所
の
特
定
を
行
い
ま
す
。
酸
素
セ
ン

サ
の
問
題
で
あ
れ
ば
、
適
合
品
と
交
換

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
セ
ン
サ
の
交
換
後

は
、
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
エ

ラ
ー
コ
ー
ド
を
消
去
し
な
い
と
、
エ
ン

ジ
ン
チ
ェ
ッ
ク
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
た
ま

ま
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

尚
、
排
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質

が
増
え
る
以
外
に
、

・
燃
費
の
悪
化

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
不
安
定

・
加
速
性
の
悪
化

な
ど
の
影
響
が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

酸
素
セ
ン
サ
交
換
時
の
ご
注
意

酸
素
セ
ン
サ
は
、
取
付
位
置
が
高
温
に

な
り
易
く
、
長
期
間
交
換
さ
れ
ず
に
使

用
さ
れ
る
た
め
、
ま
れ
に
交
換
時
に
取

り
外
し
難
い
と
の
お
客
様
か
ら
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
。
新
車
の
取
付
時
に
ネ
ジ

部
に
焼
き
付
き
防
止
剤
が
塗
布
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
取
り
外
し
難
い

場
合
に
は
、
セ
ン
サ
の
ネ
ジ
部
に
市
販

の
潤
滑
剤
を
ス
プ
レ
ー
し
て
、
し
ば
ら

く
放
置
後
、
改
め
て
取
外
し
作
業
を
行

う
こ
と
を
お
奨
め
致
し
ま
す
。

情
報
提
供
▼
日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社



　

「
原
因
食
物
を
摂
取
し
た
後
に
免
疫

学
的
機
序
を
介
し
て
生
体
に
と
っ
て
不

利
益
な
症
状
が
惹
起
さ
れ
る
現
象
」
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
混
同
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
免
疫
学
的
機
序
を

介
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
食

物
そ
の
も
の
の
作
用
に
よ
る
食
中
毒
や

牛
乳
を
飲
む
と
お
腹
を
壊
す
と
い
っ
た

症
状
が
一
例
の
食
物
不
耐
症
は
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
は
即
時
型
と
非
即
時
型
が

あ
り
ま
す
が
、
患
者
が
多
く
一
般
的
に

聞
く
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
即
時
型
の

事
で
す
。
即
時
型
は
生
体
内
の
抗
体
に

食
物
に
含
ま
れ
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
反
応

し
て
皮
膚
、
粘
膜
、
消
化
器
、
呼
吸
器

ま
た
は
全
身
に
二
時
間
以
内
に
症
状
が

現
れ
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
年
齢

を
問
わ
ず
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

も
多
い
の
は
乳
児
期
に
発
症
す
る
ケ
ー

ス
で
す
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
個
人
差

は
あ
り
ま
す
が
加
齢
と
と
も
に
70
％
ほ

ど
が
耐
性
を
獲
得
し
て
軽
快
、
治
癒
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
と
な
る

食
品
は
多
い
順
に
鶏
卵
、
乳
製
品
、
小

麦
で
そ
の
後
甲
殻
類
、
果
実
類
、
そ
ば

と
続
き
ま
す
が
成
長
に
伴
い
魚
類
や
甲

殻
類
が
増
え
て
く
る
な
ど
原
因
と
な
る

食
品
は
変
わ
り
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
処
法

　

例
え
ば
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
場
合
は

主
な
原
因
と
な
る
卵
白
ア
レ
ル
ゲ
ン
は

加
熱
す
る
こ
と
で
反
応
性
が
大
き
く
低
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下
す
る
た
め
生
卵
は
食
べ
る
こ
と
が
出

来
な
く
て
も
過
熱
を
す
れ
ば
食
べ
ら
れ

る
（
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
）
（
人
も
多

い
で
す
。
）
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
食

品
は
多
く
な
い
た
め
原
因
と
な
る
食
品

を
摂
取
し
な
い
よ
う
に
す
る
除
去
食
糧

法
が
一
般
的
で
す
が
、
症
状
に
は
個
人

差
が
あ
り
少
量
な
ら
食
べ
ら
れ
る
と
い

う
人
か
ら
全
く
口
に
し
て
は
い
け
な
い

人
ま
で
様
々
で
す
。

　

日
本
で
は
食
品
衛
生
法
に
よ
り
症
状

が
重
篤
の
場
合
が
多
く
症
例
数
の
多
い

も
の
7
品
を
特
定
原
材
料
と
し
て
定
め

表
示
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
18

品
目
を
特
定
原
材
料
に
準
ず
る
も
の
と

し
て
表
示
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
食
品

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
書
か
れ
て
い
る
表
示

は
患
者
が
選
択
し
購
入
す
る
た
め
に
と

て
も
大
切
で
す
。

　

症
状
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
医
師

と
相
談
し
て
対
処
法
を
決
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

｠

　

今
回
は
ボ
ッ
シ
ュ
電
動
イ
ン
パ
ク
ト
G
D
X

18
V
ー
E
C
の
ご
紹
介
で
す
。

　

足
回
り
の
作
業
時
な
ど
ト
ル
ク
を
必
要
と
す

る
作
業
時
に
エ
ア
イ
ン
パ
ク
ト
を
使
用
さ
れ
て

い
る
整
備
工
場
様
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ホ
ー
ス
の
取
り
回
し
な
ど
で
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
お
勧
め
し
た
い
の
が
、
電
動
イ
ン
パ

ク
ト
で
す
。

　

バ
ッ
テ
リ
ー
の
進
化
に
よ
り
、
電
動
工
具
も

大
き
く
進

化
を
果
た

し
て
い
ま

す
。

　

長
寿
命
、

ハ
イ
パ
ワ

ー
、
低
燃
費
で
さ
ら
に
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
と

繋
が
る
ホ
ー
ス
が
無
い
た
め
、
取
り
回
し
が

非
常
に
楽
な
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
電
動
の
場
合
、
エ
ア
式
で
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
を
回
す
電
力
と
比
較
し
て
電
気
代
が

15
分
の
1
に
な
る
と
い
う
計
算
も
有
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
ボ
ッ
シ
ュ
G
D
X
18
V
ー
E
C
は

世
界
で
唯
一
の
2
in
1
イ
ン
パ
ク
ト
で
ド
ラ

イ
バ
ー
ビ
ッ
ト
と
角
ソ
ケ
ッ
ト
が
一
台
で
両

方
使
用
可
能
な
電
動
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ

ー
で
す
。

　

作
業
効
率
向
上
、
電
気
代
削
減
に
是
非
ご

検
討
下
さ
い
。

 

（
布
施
茂
雄
）
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VOLUME 24Hot selling!! 今売れ商品
hot-selling product

健
康
一
口
メ
モ

作業効率アップに！
ボッシュ 電動インパクト  GDX18V-EC型（￥62,000）

気
に
な
る
病
気
や
健
康
に
つ
い
て
「
一
口
メ
モ
」
に
ま
と
め
て
い
き
ま
す

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
」

BEST SELLER
おススメの本

　今回ご紹介します書籍は最近の書籍ではありませんが、私自
身のマイブームとして、累計60万部以上のシリーズの中の
『トヨタの片付け』という書籍をご紹介させて頂きます。　
　㈱OJTソリューションズというトヨタ自動車とリクルートグ
ループによって設立されたコンサルティング会社が著作者とし
て、発行されたものです。トヨタ在籍40年以上にわたりトヨ
タの工場や開発など、ものづくりの現場で活躍されたベテラン
技術者がトレーナーとなり、トヨタ時代の豊富な現場経験を活
かしたOJT（On the job training）により、現場のコア人材を
育て、変化に強い現場づくり、儲かる会社づくりを支援する会
社でもあります。本社はトヨタのお膝元でもある、愛知県名古
屋市に構え、60人以上の元トヨタの｢トレーナー｣が所属し、
製造業界・食品業界・医薬品業界・金融業界・自治体など、さ
まざまな、業種の顧客企業にサービスを提供し、元トヨタマン
のトレーナーの知恵やノウハウを一冊にまとめられた書籍で、
サブタイトルは机・棚・部屋全体・あらゆる無駄をスッキリ解
決！を題材にされています。
　片づけという行為において、知恵や知識も間違いなく重要で
すが、それよりも仕組みを作ることが最も重要であると気づか
せてくれ、人の気持ちに頼らず、自然と片付いていく仕組みを
作ってしまえば、おのずときれいな状態が継続でき、そのまま
生産性につながっていくという考えは、学ぶ部分が多くありま
した。とくに「線を引けばスリッパもそろう」話は、思わず
「なるほど」と笑ってしまえるほどわかりやすい説明もあり、
決してトヨタだからできたということではなく、考え方さえつ
かんでしまえば、だれでも実現できるいい仕組みが作ることが
できると学びました。　　　　　　　　　　　　　（黒川　毅）

トヨタの片づけ
著者／㈱OJTソリューションズ

（KADOKAWA/中経出版）

開田工業株式会社

オイル下がりはエンジンの敵です!!

オイル下がりに強い
高性能エレメント

総販売元：㈱山商エンタープライズ
＜お問合せはオートハンズ各社へ＞

Kaida
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阿
波
踊
り

　

8
月
12
日

よ
り
開
か
れ

る
徳
島
市
阿

波
踊
り
に
は
、

毎
年
1
3
0

万
人
の
観
客

が
見
物
に
訪

れ
る
。
桟
敷

や
街
角
な
ど

市
内
中
心
部

の
い
た
る
と

こ
ろ
で
踊
り
連
が
熱
い
乱
舞
を
繰
り
広

げ
る
。
踊
る
阿
呆
に
見
る
阿
呆
、
同
じ

阿
呆
な
ら
踊
ら
に
ゃ
そ
ん
そ
ん
。
魅
惑

の
「
ぞ
め
き
」
を
耳
に
す
れ
ば
、
誰
も

が
踊
り
出
し
た
く
な
る
は
ず
だ
。

女
踊
り

　

女
性
の
艶
や
か
な
踊
り
だ
。
編
み
笠

を
目
深
に
か
ぶ
り
、
柳
が
揺
れ
る
よ
う

に
優
雅
に
し
な
や
か
に
体
を
揺
ら
す
。

そ
の
見
ど
こ
ろ
は
集
団
美
だ
。
「
一
糸

乱
れ
ぬ
」
の
言
葉
ど
お
り
集
団
と
な
っ

て
桟
敷
へ

踊
り
こ
む

光
景
は
、

こ
の
上
も

な
く
美
し

い
。
常
に

つ
ま
先
立

ち
で
、
手

は
肩
よ
り
下
げ
て
は
い
け
な
い
の
が
女

踊
り
の
ル
ー
ル
。
そ
ん
な
過
酷
な
状
態

で
、
笑
み
を
向
け
て
踊
り
き
る
姿
は
、

阿
波
女
の
気
高
さ
と
芯
の
強
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
の
だ
。

男
踊
り

　

「
自
分
ら
し
く
踊
り
た
い
」
「
自
分

の
踊
り
を
作
り
た
い
」
「
情
の
あ
る
、

深
い
味
わ
い
の
踊
り
を
踊
り
た
い
」
そ

ん
な
思
い
で
自
分
自
身
が
納
得
す
る
踊

り
を
踊
る
。
生
涯
現
役
、
日
々
の
ス
ト

レ
ッ
チ
や
体
操
で
鍛
え
に
鍛
え
る
。
そ

れ
だ
か
ら
、
中
腰
で
2
0
0
ｍ
の
桟
敷

を
踊
り
き
れ
る
の
だ
。

　

男
踊
り
は
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
で
あ
る
。
不
調

和
の
調
和
。
勝
手
に
踊
っ
て
い
る
よ
う

で
も
最
後
は
キ
マ
る
。
そ
の
深
さ
に
心

を
奪
わ
れ
る
。

　

一
昔
前
は
桟
敷
席
が
取
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
2
部
の
入

替
え
制
に
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
取
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「
ロ
ー
ソ

ン
」
な
ど
か
ら
で
も
購
入
可
能
で
す
。

も
し
桟
敷
の
予
約
が
で
き
な
く
て
も
、

裏
通
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
な
ど
で

も
い
く
つ
も
の
連
が
踊
っ
て
い
ま
す
。

輪
の
中
に
飛
び
込
ん
で
「
踊
る
阿
呆
」

に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
少
し
の
勇

気
が
必
要
で
す
が
、
一
度
輪
に
入
っ
て

し
ま
え
ば
、
一
瞬
で
頭
の
中
は
真
っ
白
。

た
だ
笑
顔
に
な
っ
て
手
足
が
自
然
に
動

い
て
し
ま
い

ま
す
。
手
と

足
と
一
緒
に

出
し
て
、
は

い
「
や
っ
と

さ
ー
、
や
っ

と
さ
ー
」
。

（
北　

哲
也
）
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ご
当
地
　
　
　
　
紹
介 

〜
徳
島
県
徳
島
市
〜

FESTIVALS 

in JAPAN

MATS
URI

MATS
URI

　今回、当社入社7
年目元気印！鈴木悠
也君を紹介致します。
最近まで20代だっ
たので若手のイメー
ジが強かったのです
がいつの間にか頼り
になるベテラン選手
に成長してくれまし

た。責任感も強く営業に出ては一番遅くま
で外交をするとともに、常に報告･連絡･相
談もしてくれる頼りになる青年です。お客
様にもきちっと白黒はっきりものが言える
ところはとても心強く高く評価しています。
残念な事ではあるのですが、父親を早くに
病気で亡くした事が、自立心を早く芽生え
させたのではないかと推察しています。
　私生活ではサッカーを少年時代から続け
ていて、今もサッカーチームに所属するス
ポーツマン。チームワークを大切にすると
ころは社内でも同様、営業部隊のチームワ
ークも大切してくれています。
　そんな彼もとうとう30代に突入。早く家
庭を持ち、子供にも恵まれ、より充実した
日々を送るべく邁進して欲しいと願ってい
ます。
　公私両面のさらなる活躍を期待しています。

（花ヶ崎  巧）

（茨城県）

㈱北光社（徳島県）／直方自動車商事㈱（福岡県）／㈱伏見商会（京都府）／㈱フセパーツ（広島県）

㈱寿（長崎県）／㈱南海部品商会（沖縄県）／㈱松浦商会（佐賀県）／㈱杉村商会（和歌山県）

㈱名神（岐阜県）／常北部品㈱（茨城県）／㈱タイヨー（京都府）／三栄輪業㈱（熊本県）

㈱村中パーツ（福井県）

　

去
る
6
月
28
日
、
オ
ー
ト
ハ
ン
ズ

定
時
総
会
を
㈱
南
海
部
品
商
会
、
本

社
会
議
室
に
お
き
ま
し
て
10
名
出
席

で
開
催
し
ま
し
た
。
会
長
挨
拶
後
、

審
議
事
項
と
し
て
2
0
1
5
年
度
事

業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
。
監
査
報

告
。
2
0
1
6
年
度
委
員
会
事
業
計

画
及
び
予
算
案
を
審
議
。
経
営
開
発

委
員
会
は
商
品
開
発
、
T
B
O
集
計
、

研
修
会
、
会
員
拡
大
、
議
事
録
作
成
、

を
方
針
と
し
ま
た
広
報
運
営
委
員
会

は
オ
ー
ト
ハ
ン
ズ
通
信
の
年
4
回
の

発
行
、
年
10
回
の
例
会
開
催
を
活
動

方
針
と
し
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
新

し
き
年
度
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
と
く
に
今
期
は
会
員
拡
大
と
海

外
研
修
を
大
き
な
柱
と
し
よ
り
幅
広

い
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。（

杉
村
隆
行
）

2016
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例
会
便
り

autohands m
eeting report

6th
Meeting
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